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○平成  8 年（ 1996）：「 国指定崎山貝塚保存管理計画」 を策定。

○平成 12 年（ 2000）：『 崎山貝塚史跡整備基本構想』 の刊行。

○平成 20 年（ 2008）：『 崎山貝塚縄文の森公園・ 第Ⅰ期整備基本計画書』 の刊行。

○平成 22 年（ 2010）：『 崎山貝塚縄文の森公園・ 第Ⅰ期整備基本設計報告書』 の受理。

○平成 23 年（ 2011）： 実施設計（ 詳細設計） 業務の完了。 成果品の引き 渡し を受ける 。

  －東日本大震災によ り 事業の一時凍結－

○平成 24 年（ 2012）： 施設建設予定地の購入。

○平成 25 年（ 2013）： 実施設計の見直し 。「 崎山貝塚縄文の森公園複合施設整備及び埋蔵

  文化財整理収蔵施設建設工事実施設計」 と し て業務委託。

○平成 26 年（ 2014）： 実施設計の完了。

○平成 28 年（ 2016）： 宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム条例及び施行規則の施行。

  崎山貝塚縄文の森公園複合施設の開館（ ７ 月 16 日）

  開館記念特別展「 崎山貝塚～みやこ の海と 森の原点を 探る ～」（ 7月16日～9月19日）

  開館記念講演会「 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム開館にあたって」（ 7 月17 日）

○平成 29 年（ 2017）： 開館 1 周年「 こ れから も よ ろし く イ ベント 」（ ７ 月 15 日～７ 月 17 日）

  入館者 1 万人記念あり がと う セレ モニー（ ８ 月８ 日）

○平成 30 年（ 2018）：（ 公財） 日本博物館協会加盟（ ６ 月）

  開館記念日ス ペシャ ルイ ベント （ ７ 月 14 日～７ 月 16 日）

  第 16 回特別企画展「 時代を超えた海の架け橋　 縄文～幕末～現代」

    （ 7 月 14 日～ 9 月 30 日）

  第17回ふる さ と 博物館企画展「 実録、縄文丸木舟を作る ！」（ 12月1日～2月24日）

〇令 和 元 年（ 2019）： 入館者 2 万人記念セレ モニー（ 4 月 29 日）

  第18回特別企画展「 大地を 掘る と 、海の恵みが見えてく る ！」（ 7月13日～9月29日）

  第 20 回崎山貝塚縄文ま つり 開催（ 11 月 3 日）

  第19回ふる さ と 博物館企画展「 昭和・ 平成を 振り 返っ て」（ 12月1日～2月24日）

〇令 和 ２ 年（ 2020）： ４ 月 25 日～５ 月 10 日臨時休館（ 緊急事態宣言）

  第 20 回特別企画展「 縄文アニマル図鑑展～縄文人と 動物と の関わり ～」

  （ 7 月 18 日～ 9 月 27 日）

  第21回ふる さ と 博物館企画展｢宮古のみち～道路・ 鉄路・ 海路～｣（ 12月5日～2月21日）

〇令 和 ３ 年（ 2021）： 第22回夏季企画展「 復興発掘調査展～縄文・ 弥生時代～」（ ７ 月17日～９ 月26日）

  ８ 月 13 日～ 31 日臨時休館（ 岩手緊急事態宣言）

  第 23 回冬季「 復興発掘調査展～古代から 近現代～」（ 12 月４ 日～２ 月 20 日）

〇令 和 ４ 年（ 2022）： 第 24回企画展「『 はっく つ』ほる・ はかる・ かんがえる 」（ ７ 月９ 日～９ 月25日）

  第 25 回企画展「 白亜紀みやこ の化石」（ 10 月 8 日～ 12 月 18 日）

　 崎山貝塚は、縄文時代前期から 中期（ 約 6,000 年前～ 3,500 年前）にかけての貝塚と 集落の遺跡で、

平成８ 年に国史跡に指定さ れている 。

　 指定から 20 周年の節目の年にあたる 平成 28 年 7 月に開館し た宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージ

アムは、 こ の国指定史跡「 崎山貝塚」 や宮古市内の遺跡から 出土し た発掘調査資料等を収蔵及び展示

する と と も に、 教育普及や調査研究及びこ れら に付帯する 各種の事業を行う 文化財公開活用の拠点施

設と し て位置付けら れている 。

１ .  沿　 革
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（ １ ） 施設の名称と 位置

　 　 ●名称： 宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム（ 崎山貝塚縄文の森公園複合施設内）

　 　 ●住所： 岩手県宮古市崎山第１ 地割 16 番地１

（ ２ ） 崎山貝塚縄文の森公園複合施設の概要

　 　 ●主要施設： 宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム・ 宮古市埋蔵文化財センタ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 崎山公民館・ 崎山出張所

　 　 ●構造　 　 ： 鉄骨造　 地上 2 階地下 1 階建て

　 　 ●敷地面積： 3,523 .63㎡

　 　 ●建築面積： 2,371 .90㎡

　 　 ●延床面積： 2,745 .79㎡（ 1 階： 2,028 .51㎡　 2 階： 580 .59㎡　 地下 1 階： 136 .69㎡）

　 　 　 　 　 　 　 　（ う ちミ ュ ージアム　 974 .77㎡）

　 　 ●駐車場　 ： 普通車 40 台、 身障者用 3 台

　 　 ●ト イ レ 　 ： 2 箇所（ 身障者用含む、 職員用除く ）

（ ３ ） 宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム　 諸室の面積

階 室　 名 面　 積 階 室　 名 面　 積

１

ガイ ダンス ホール展示室 271.11
１

会議室－１ 18.42

廊下－１（ ギャ ラ リ ー展示） 81 .00 書庫－１ 7.08

企画展示室 62 .30
２

会議室－ 3 42.52

展示準備室 28 .35 休憩室 12.96

体験学習室 111.71 １ エント ラ ンス ホール 123.16

事務室 69 .59

施設内配置図

２ .  施設概要
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崎山貝塚縄文の森公園　 復元竪穴住居

崎山公民館　 多目的ホ ール

エ ン ト ラ ン ス ホ ール

施設外観

崎山貝塚縄文の森公園　 立石

崎山公民館　 和室

体験学習室

広告塔
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（ １ ） 常設展示

　 常設展示は、 国指定史跡崎山貝塚から 出土し た資料と 宮古市内の遺跡から 出土し た資料の大き く 分

けて２ つの展示で構成さ れている 。 崎山貝塚の展示では、「 海」・「 土器」・「 立石」・「 配石遺構」・「 石斧」・

「 石棒」 の床置き 展示ケース の他、 壁掛けの箱形展示ケース （ 衣食住の展示） や回転式ケース （ ド ン

グリ 関連展示）、 環状溝と 北貝塚の断面剥ぎ取り 資料を 展示し ている 。 特に北貝塚の断面剥ぎ取り 資

料では、 プロ ジェ ク ショ ンマッ ピングによ る 縄文時代のイ メ ージ映像を投影し ている 。

　 常設展示資料数は合計 178 点（ 令和元年 10 月一部展示変更） である 。

３ .  事業概要

宮古の遺跡展示コ ーナー

展示室

ギャ ラ リ ー展示

宮古の遺跡展示コ ーナー

プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン マ ッ ピ ン グ

パノ ラ マ 画
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（ ２ ） 企画展示

　 ミ ュ ージアム企画展示室では、 年２ 回の企画展示を行った。 さ ら に企画展示以外の期間はテーマ展

と 埋蔵文化財センタ ー企画展を行い、 企画展示室の有効活用を図った。

　 自分たちが住んでいる 街でも 行われている 「 発掘」 を身近に感じ ても ら う こ と をコ ンセプト に、 発

掘調査について紹介し た。 発掘調査員のエピ ソ ード を 交えた出土品や発掘調査で使用する 道具の展

示、 測量機器・ 出土品の撮影などに使用する 機材の簡単な操作を体験し ても ら う コ ーナーを設け、 見

る だけでなく 実際に触れら れる 展示を行った。

　 ●開 催 期 間： 令和４ 年７ 月９ 日（ 土） ～ 9 月 25 日（ 日）　（ 69 日間）

　 ●入 館 者 数： 1,476 人（ 平均 21 人／日）

　 ●展示資料数： 53 点

　 ●印　 刷　 物： ポス タ ー・ チラ シ・ パンフレ ッ ト （ Ａ ４ 版カラ ー８ ページ） 2,000 部

　 ●主な展示品： 縄文土器、 石器、 石棒、 石製品、 分銅、 縄文土器・ 石器の実測図など

第２４ 回企画展「『 はっ く つ』 ほる・ はかる・ かんがえる」
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　 日出島海岸で採取さ れ、 ミ ュ ージアムに寄託さ れた白亜紀の化石資料を展示し た。 展示では地球の

成り 立ちや、 寄託さ れた資料を産出する 「 宮古層群」 についての解説、 県内の化石など についての解

説パネルも 展示し た。 展示し た資料はアンモナイ ト やベルムナイ ト 、 ウ ニ類など の海生生物の化石が

主と なっている 。

　 ●開 催 期 間： 令和４ 年 10 月８ 日（ 土） ～ 12 月 18 日（ 日）（ 60 日間）

　 ●入 館 者 数： 906 人（ 平均 15 人／日）

　 ●展示資料数： 107 点

　 ●印　 刷　 物： ポス タ ー・ チラ シ・ パンフレ ッ ト （ Ａ ４ 版カラ ー８ ページ） 2,000 部

　 ●主な展示品： アンモナイ ト 、 オウ ムガイ 、 ベルムナイ ト 、 ウ ニ類、 貝類、 ウ ミ ユリ など

第２ ５ 回企画展「 白亜紀みやこ の化石」
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　 宮古市内の遺跡から 出土し た縄文土器の模様にス ポッ ト を当て、 模様の種類や模様の付け方などを

紹介する 展示を行った。

　 ●開 催 期 間： 令和４ 年４ 月 23 日（ 土） ～６ 月 26 日（ 日）（ 51 日間）

　 ●入 館 者 数： 1,410 人（ 平均 28 人／日）

　 ●展示資料数： 60 点

　 ●主な展示品： 縄文土器、 縄文土器の拓本、 縄文土器の実測図など

　 出土し た石器・ 石製品を通し て人と 石と の関わり や石器・ 石製品から 始ま る 道具の歴史を紹介する

展示を行った。 ま た、 ２ 月５ 日には沿岸地域における 石の利用について講演会（ 講師： 八木光則氏）

を行った。

　 ●開 催 期 間： 令和５ 年１ 月 14 日（ 土） ～３ 月 12 日（ 日）（ 48 日間）

　 ●入 館 者 数： 441 人（ 平均９ 人／日）

　 ●展示資料数： 233 点

　 ●印　 刷　 物： チラ シ、 ポス タ ー、 パンフ レ ッ ト （ Ａ ４ 版カラ ー４ ページ） 850 部

　 ●主な展示品： 旧石器から 古代ま での石器、 石製品、 石包丁、 砥石など

「 宮古の縄文土器も よう 」

「 埋蔵文化財センタ ー企画展 石器から ひも と く 道具の進化展」
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●期　 日： 令和４ 年４ 月 29 日（ 金・ 祝） ～５ 月５ 日（ 木・ 祝）（ ６ 日間）

●会　 場： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム体験学習室・ 縄文体験広場

●参加者： 329 人

●概　 要：  ５ 月の大型連休に合わせた特別縄文体験を実施し た。 縄文の森公園では丸木舟縄文フィ ッ

シングゲームと 縄文弓矢・ 縄文ヤリ 投げ体験を行った。 ま た、 館内では収蔵庫を迷路に見

立てて景品を探す宝探し ゲームを実施し た。

２ ０ ２ ２ じ ょ う も んワク ワク ・ ド キド キ体験！

●期　 日： 令和４ 年７ 月 16 日（ 土） ～ 18 日（ 月・ 祝）（ ３ 日間）

●会　 場： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム

●参加者： 129 人

●概　 要：  開館６ 周年を記念し たス ペシャ ルイ ベント 。 館内の展示品をヒ ント と し たク ロ ス ワ ード パ

ズルのほか、 主に幼児をタ ーゲッ ト と し 、 粘土に手形を押し たも のを乾燥さ せ後日お渡し

する 体験を行った。

（ ３ ） 公開活用

　 宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアムは宮古市における 文化財公開活用の拠点と 位置付けら れてお

り 、 国史跡崎山貝塚を含めた文化財一般についての講座や体験など の様々なイ ベント を実施し た。

開館記念スペシャ ルイ ベント
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●期　 日： 令和４ 年８ 月 10 日（ 水） ～８ 月 21 日（ 日）（ 11 日間）

●会　 場： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム

●参加者： 439 人

●概　 要：  夏休みの自由研究の手助けと なる ミ ニ展示「 土器を科学的に見る 」 と 、 館内にキーワ ード

を置き 、 そのキーワ ード を並び替える キーワ ード ハンタ ーを行った。

●期　 日： 令和４ 年７ 月 30 日（ 土） ～７ 月 31 日（ 日）

●会　 場： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム体験学習室・ 崎山貝塚縄文の森公園

●参加者： 36 人

●概　 要：  埋蔵文化財への興味・ 関心を高めても ら う ために実施し た。 遺物を探す模擬発掘調査体験

や、 縄文土器の接合と いった整理作業体験のほか、 縄文土器と 一緒に記念写真撮影ができ

る コ ーナーを設けた。 ま た、同時期に開催中の第 24 回企画展「『 はっく つ』 ほる・ はかる・

かんがえる 」 に合わせて、 測量の体験も 行った。

「 夏休み縄文ラ ボ」

埋蔵文化財センタ ー  一般公開「 どき どき ！おし ごと 体験 ―みら いの考古はかせへ―」
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　 ●期　 日： 令和４ 年９ 月 19 日（ 月・ 祝）

　 ●会　 場： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム・ 縄文体験広場

　 ●参加者： 15 人

　 ●概　 要：  講師に刀匠の辻和宏氏を招き 、 耐火煉瓦で製作し た鍛冶炉を使用し 、 鉄塊を叩く 体験を

行った。 刃物を研ぐ 体験も 行い、 市内の河川から 採取し た流紋岩や花崗岩を用いて、 錆

びた刀など を研ぐ 体験も 行った。

●期　 日： 第１ 回　 令和４ 年６ 月 12 日（ 日）

　 　 　 　 　 第２ 回　 令和４ 年 10 月 16 日（ 日）

●会　 場： 第１ 回　 海嘯記念碑、 津波記念碑、 波除地蔵、 三王岩など

　 　 　 　 　 第２ 回　 宮古市北上山地民俗資料館 小国分館

●参加者： 第１ 回　 12 人　 　 第２ 回　 ８ 人

●概　 要：  貸し 切り バス を利用し 、 市内の文化施設など を見学し た。 第１ 回は主に田老地区の津波に

関連する 石碑等を巡り 、 県指定の文化財であり ジオサイ ト にも なっている 三王岩の見学な

ど も 行っ た。 第２ 回は宮古市北上山地民俗資料館 小国分館の「 水車の畑ま つり 」 に合わ

せて実施し た。小国分館の展示室を見学し た後は自由行動と し 、そば打ち体験やコ ース タ ー

作り などを体験し た。

古代の鉄作り 体験

みるみる宮古！文化めぐ り
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●期　 日：「 釣り 針編」 令和４ 年８ 月 27 日（ 土）

　 　 　 　 　「 塩作り 編」 令和４ 年９ 月 10 日（ 土）・ 11 日（ 日）

　 　 　 　 　「 海釣り 編」 令和４ 年９ 月 25 日（ 日）

●会　 場：「 釣り 針編」 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム

　 　 　 　 　「 塩作り 編」 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム・ 縄文体験広場

　 　 　 　 　「 海釣り 編」 宿漁港

●参加者：「 釣り 針編」 ８ 人

　 　 　 　 　「 塩作り 編」 36 人

　 　 　 　 　「 海釣り 編」 ８ 人

●概　 要：  「 釣り 」 をテーマに行った体験シリ ーズ。「 釣り 針編」 では宮城県の奥松島縄文村歴史資料

館の菅原館長を講師に迎え 、 輪切り し た鹿角での釣り 針づく り を 行っ た 。「 塩作り 編」 で

は海水を濃縮し たかん水を、 縄文時代の製塩土器をモデルに作成し た土器を使い、 塩を作

る 体験を行った。「 海釣り 編」では「 釣り 針編」で製作し た鹿の角の釣り 針と 竹の竿を使い、

縄文式の釣り 体験を行った。

みんなで縄文の暮ら し 体験
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　 ●期　 日： 令和４ 年 12 月 18 日（ 日）

　 ●会　 場： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム体験学習室

　 ●参加者： 11 人

　 ●概　 要：  削った固形石鹸に、 崎山貝塚縄文の森公園で採って乾燥し たヨ モギを混ぜて、 好き な形

のせっけんを作る よ も ぎ石鹸づく り を行った。

　 ●期　 日：「 弓 矢 編」 令和５ 年１ 月 29 日（ 日）

　 　 　 　 　 　「 土製品編」 令和５ 年２ 月 12 日（ 日）

　 ●会　 場： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム体験学習室

　 ●参加者：「 弓矢編」 15 人　 　「 土製品編」 18 人

　 ●概　 要：  ミ ュ ージアム で通常体験でき る メ ニュ ーをよ り 詳し く 掘り 下げる 企画と し て 、「 弓矢」

と 「 土製品」 に関する 体験を行った 。「 弓矢編」 では弓矢と 人類の関わり についての解

説の後、 公園内で採取し たカエデの木を使い、 ミ ニ弓矢を作る 体験を行った。 その後、

通常体験で使用し ている 弓矢を使い、的に向かって矢を射る 体験を行った。「 土製品編」

では縄文時代から の鈴に関する 解説後、 粘土の玉が入った音が鳴る 土製品（ 土鈴） を作

る 体験を行った。 完成し た土鈴は乾燥後に焼成し て参加者へお渡し し た。

冬の工作講座　「 よも ぎせっ けんを 作ろ う ！」

じ っ く り 縄文体験
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　 ●期　 日： 令和４ 年 11 月３ 日（ 木・ 祝）

　 ●会　 場： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム・ 崎山貝塚縄文の森公園

　 ●参加者： 484 人（ 会場来場者）・ 290 人（ ミ ュ ージアム来館者）・ 12 人（ 前夜祭参加者）

　 ●概　 要：  新型コ ロ ナウ イ ルス の影響をう け中止し ていた令和元年以来３ 年ぶり の開催と なった。

弓矢の使用体験、 石斧の使用体験、 丸木舟縄文フ ィ ッ シング、 木製のプレ ート づく り な

ど の縄文体験のほか、 館内でのク イ ズラ リ ーなど を行った。 ま た、 地元の崎山小学校の

児童によ る「 復興ソ ーラ ン崎山魂」 や、崎山公民館によ る 鮭汁など のお振舞も 行われた。

第２３ 回崎山貝塚縄文まつり
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（ ４ ） 教育普及

　 ● 学校等の利用

小学校・ 中学校・ 高校・ 大学など の学校授業での利用について、 ミ ュ ージアム内での縄文体験や

展示解説、 出前授業など で対応し た。

番
号

日付 団体名
高校生
以下

学生 一般 人数 入館
展示 
解説

土器
ク ッ
キー

ペンダ
ント

土偶
火お
こ し

弓矢 石斧
ミ ニ
土器

革

各合計 969  0  176 1 ,145 1 ,043 1,043  67  0  98  44  35  209  0  0  149 

1 5月10日 花鶏学苑 7 0 1 8 8 8 0 0 7 0 0 0 0 0 0

2 5月25日 山田町立豊間根小学校 20 0 2 22 22 22 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 5月26日 宮古市立新里中学校 11 0 4 15 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 6月 1日 盛岡市立上田小学校 66 0 6 72 72 72 0 0 0 0 0 66 0 0 0

5 6月 2日 盛岡市立手代森小学校 32 0 6 38 38 38 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 6月 2日 花巻市立石鳥谷小学校 47 0 7 54 54 54 0 0 0 0 0 47 0 0 0

7 6月 3日 盛岡市立城北小学校 81 0 7 88 88 88 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 6月 8日 北上市立いわさ き 小学校 14 0 3 17 17 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 6月 9日 岩手県立宮古恵風支援学校 5 0 6 11 11 11 0 0 0 0 0 5 0 0 0

10 6月 9日 一戸市立一戸南小学校 15 0 4 19 19 19 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 6月 9日 一関市立猿沢小学校 10 0 4 14 14 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 6月10日 花巻市立宮野目小学校 52 0 8 60 60 60 0 0 0 0 0 0 0 0 52

13 6月10日 花巻市立八幡小学校 24 0 6 30 30 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 6月15日 宮古市立崎山小学校 32 0 1 33 33 33 0 0 0 0 33 0 0 0 0

15 6月17日 西和賀町立沢内小学校 14 0 4 18 18 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 6月17日 花巻市立矢沢小学校 53 0 7 60 60 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 6月17日 花巻市立新堀小学校 16 0 5 21 21 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18 6月23日 二戸市立福岡小学校 50 0 7 57 57 57 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 6月23日 一関市立大原小学校 12 0 3 15 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20 6月28日 花鶏学苑 9 0 1 10 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 9

21 7月 6日 宮古市立崎山小学校 16 0 2 18 18 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22 7月 6日 宮古市立山口小学校 20 0 2 22 22 22 0 0 0 0 0 20 0 0 20

23 7月 6日 宮古市立津軽石小学校（ 出前） 30 0 0 30 0 0 30 0 0 0 0 0 0 0 0

24 7月 9日 岩泉町立小本小学校 10 0 12 22 22 22 0 0 16 0 0 0 0 0 0

25 7月13日 宮古市立津軽石小学校（ 出前） 30 0 0 30 0 0 30 0 0 0 0 0 0 0 0

26 7月14日 宮古市立磯鶏小学校 45 0 3 48 48 48 0 0 0 0 0 0 0 0 45

27 7月15日 宮古市立高浜小学校 6 0 2 8 8 8 0 0 0 6 0 6 0 0 0

28 7月23日 藤原子供会 7 0 6 13 13 13 0 0 0 0 0 7 0 0 7

29 8月 7日 小沢・ 五月町子ど も 会 8 0 5 13 13 13 0 0 8 0 0 8 0 0 0

30 9月 8日 久慈市立侍浜小学校 13 0 3 16 16 16 0 0 6 2 0 5 0 0 5

31 9月21日 久慈市立夏井小学校 5 0 3 8 8 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0

32 9月21日 宮古市立津軽石小学校 27 0 2 29 29 29 0 0 0 11 0 17 0 0 0

33 9月27日 宮古市立崎山小学校 23 0 2 25 25 25 0 0 0 0 0 0 0 0 0

34 9月27日 宮古市立重茂中学校 7 0 2 9 9 9 0 0 9 0 0 0 0 0 0

35 9月28日 宮古市立津軽石中学校 28 0 4 32 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0 0

36 9月29日 盛岡市立東松園小学校 24 0 6 30 30 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0

37 10月12日 宮古児童相談所 2 0 2 4 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

38 10月12日 宮古市立崎山中学校（ 出前） 37 0 0 37 0 0 37 0 0 0 0 0 0 0 0

39 10月14日 宮古市立崎山小学校（ 出前） 25 0 0 25 0 0 0 0 0 25 0 0 0 0 0

40 10月19日 宮古市立崎山中学校（ 出前） 37 0 0 37 0 0 37 0 0 0 0 0 0 0 0

41 10月20日 岩手県立盛岡と なん支援学校 3 0 6 9 9 9 0 0 0 0 0 0 0 0 5

42 11月11日 盛岡市立緑が丘小学校 39 0 3 42 42 42 0 0 39 0 0 0 0 0 0

43 12月 1日 岩泉町立釜津田小学校 2 0 2 4 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

44 2月24日 あかま えこ ども 園 10 0 4 14 14 14 0 0 10 0 0 0 0 0 0

45 3月 7日 崎山保育所 12 0 3 15 15 15 0 0 0 0 0 12 0 0 0

46 3月 7日 山田町立山田中学校 7 0 3 10 10 10 0 0 3 0 2 7 0 0 6
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　 ● 館務実習（ 学芸員実習）
　 　 　 期　 間： ①令和４ 年８ 月４ 日（ 木） ～ 14 日（ 日）　 ②令和４ 年８ 月９ 日（ 火） ～ 13 日（ 土）

　 　 　 実習生： ①都留文科大学 文学部国文学科（ １ 人） 　 ②大谷大学 文学部真宗学科（ １ 人）

　 　 　 内　 容： 埋蔵文化財整理作業、 展示準備作業、 館内展示作業、 体験学習作業など

　 ● 館務実習（ 職場体験）
　 　 　 期　 間： 令和４ 年 11 月 10 日（ 木）・ 11 日（ 金）

　 　 　 実習生： 宮古第一中学校２ 学年（ ５ 人）　

　 　 　 内　 容： 展示準備作業、 館内展示作業、 体験学習作業など

　 ● ふれあい文化ボラ ン テ ィ ア
　 　 　 活動期間： 令和４ 年４ 月１ 日～令和５ 年３ 月 19 日

　 　 　 登録人数： 20 人（ 前年よ り ３ 人増）

　 　 　 活動人員： 12 人

　 　 　 活動日数： 延べ 52 日

　 　 　 活動内容： 各種ミ ュ ージアム事業への参加や協力のほか、 下記のと おり 活動を行った。

　 　 　 　 　 　 　 　 ①ボラ ンティ ア定例会

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 月16日（ 10人）、 ５ 月21日（ ６ 人）、 ６ 月18日（ ８ 人）、 ７ 月９ 日（ ６ 人）、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ 月20日（ ７ 人）、 ９ 月17日（ ６ 人）、 10月16日（ 10人）、 11月19日（ ７ 人）、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 12月17日（ ７ 人）、 １ 月21日（ ７ 人）、 ２ 月18日（ ５ 人）、 ３ 月18日（ ７ 人）

　 　 　 　 　 　 　 　 ②復元竪穴燻蒸作業

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 月９ 日（ ３ 人）・ 23日（ ３ 人）、 ５ 月14日（ １ 人）・ 28日（ ２ 人）、 ６ 月11日（ ２ 人）・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 25日（ ２ 人）、 ９ 月11日（ １ 人）・ 24日（ ３ 人）、 10月８ 日（ ２ 人）・ 22日（ ２ 人）、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 11月12日（ ３ 人）・ 26日（ ３ 人）、 12月10日（ ２ 人）・ 24日（ ３ 人）、 １ 月14日（ ３

　 　 　 　 　 　 　 　 　 人）・ 28日（ ２ 人）、 ２ 月11日（ ２ 人）・ 25日（ ３ 人）、 ３ 月11日（ ３ 人）

　 　 　 　 　 　 　 　 ③花壇整備

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ 月６ 日（ ４ 人）・ ７ 日（ ４ 人）・ ８ 日（ ５ 人）・ 10日（ ３ 人）・ 13日（ ４ 人）・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 14日（ ４ 人）、 ６ 月25日（ ６ 人）、 ７ 月２ 日（ ５ 人）
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●刊行日： 令和４ 年 12 月 15 日

●体　 裁： Ａ ４ 版モノ ク ロ 27 ページ

●設置場所： ①浄土ヶ 浜ビ ジタ ーセンタ ー　 ３ 階ラ ウ ンジ　 　 ②たろう 潮里ス テーショ ン

●展示資料： ①山形文土器、 遮光器土偶（ レ プリ カ）、 オウ ムガイ の化石、 石皿

　 　 　 　 　 　 ②ミ ニチュ ア土器、 巻貝形土器（ レ プリ カ）、 キノ コ 形土製品、 墨書土器

ミ ュ ージアム年報（ 令和３ 年度版）

ミ ュ ージアム出張展示

第２回の公開講座は、
２月19日（土）に開
催。「市内の遺跡と
その年代」と題し、
宮古市内の遺跡につ
いて学芸員が講演を
行いました。

講演のあとは、実技として土器作
りの練習︕粘土をこねる、粘土ひも
を積み重ねるといった作業を通じて、
縄文人の技術に思いを寄せながら土
器を作っていました。作っていただ
いた個性豊かな土器の数々は、当館
スタッフが心を込めて焼き上げまし
た︕（ご本人へお渡しします）

2022年４月１日 発行

発行者 ：

宮古市崎山貝塚

縄文の森ミュージアム

(宮古市教育委員会事務局文化課)

ー ふれあい文化ボランティア編 ー

3 4

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
後
は
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
に
プ
ラ
ス
し
て
、

月
１
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
定
例
会

を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
開
館
に
伴
い
、
企
画
展

や
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
回
数
が
増
え
、

学
芸
員
の
展
示
解
説
を
聞
く
機
会

や
縄
文
体
験
の
補
助
を
行
う
事
も

更
に
増
え
ま
し
た
。

加
え
て
令
和
２
年
度
か
ら
は
、

国
道
沿
い
花
壇
の
整
備
・
竪
穴
住

居
の
燻
蒸
作
業
・
公
園
散
策
マ
ッ

プ
の
作
成
な
ど
、
活
動
の
幅
を
広

げ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
維
持
管
理
の

一
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

徐
々
に
成
長
を
続
け
て
い
る
ふ

れ
あ
い
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

が
、
今
年
は
大
き
な
動
き
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
公

開
講
座
で
す
。
こ
の
講
座
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
市
民

参
加
型
と
し
て
開
か
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
（
２
回

の
講
座
の
様
子
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別

記
事
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
）
。

こ
こ
３
年
間
で
、
６
名
の
方
が

新
し
く
加
入
さ
れ
ま
し
た
。

縄
文
に
、
歴
史
に
、
自
然
に
興

味
が
あ
る
方
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

活
動
や
環
境
整
備
を
し
て
み
た
い

方
な
ど
、
常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ま
で
お
声
が
け

下
さ
い
︕

平
成
20
年
か
ら
始
ま
っ

た
ふ
れ
あ
い
文
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
も
、
今
年

で
14
年
目
を
迎
え
ま
す
。

６
年
前
の
崎
山
貝
塚
縄
文

の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開

館
を
経
て
、
ふ
れ
あ
い
文

化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

の
幅
も
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
の
質
も
格

段
に
高
ま
っ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
館

前
は
、
毎
年
11
月
に
行
っ

て
い
る
「
崎
山
貝
塚
縄
文

ま
つ
り
」
が
活
動
の
メ
イ

ン
で
あ
り
、
県
内
の
文
化

施
設
な
ど
を
視
察
・
見
学

に
赴
く
「
視
察
研
修
」
や
、

市
文
化
課
で
行
っ
て
き
た

「
ふ
る
さ
と
博
物
館
企
画

展
」
の
受
付
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 国道沿いの広い花壇の雑草や

小石を除去する環境整備

御所野縄文博物館
後藤宗一郎氏

第１回 御所野遺跡と
縄文遺跡群の世界遺産登録

１月15日（土）、崎山貝塚縄文の
森ミュージアムを会場に、第１回ふ
れあい文化ボランティア養成公開講
座を開催しました。

講師には、御所野縄文博物館学芸
員の後藤宗一郎氏を招き、御所野遺
跡の世界遺産登録までの道のりや、
ボランティアの取り組みなど、大変
貴重なお話を頂きました。講演後は、
講師も一緒になり、参加者みんなで
火おこしに挑戦︕

火種ができ、煙が
上がった班には、周
囲から自然と拍手が
巻き起こりました。マイギリ式とキリモミ式の

２種類の方法で火おこしに挑戦

第２回 市内の遺跡とその年代

当館学芸員による講演

土器づくりに集中する参加者

防カビや害虫駆除のための
竪穴住居 定期燻蒸

ふれあい文化ボランティア養成公開講座

ミュージアムを支える人びと

ボランティア は 躍動 の年だった?!

ボランティアのみなさん！
いつもありがとう

ございます！

｜特集｜
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No.

宮
古
市
崎
山
貝
塚
縄
文
の
森

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

過去６年間のボランティアの主な活動表

— イベント情報（４-７月）—

※ 都合により、開催日およびイベント名が変更となる場合がございます。

おしえて︕学芸員シリーズ
第１回 宮古市文化財保存活用

地域計画策定事業公開講座

次回の崎山貝塚縄文の森ミュージアムだよりは、2022年8月発行予定です。

≪宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム利用案内≫
●開館時間 午前9時から午後5時（最終入館は午後４時30分）
●休館日 毎週月曜日（祝日の場合はその翌平日）・年末年始・毎月月末平日の館内整理日
●入館料 高校生以下無料 一般 200 （100）円 学生 150 （80）円

※（ ）内は10名以上の団体割引料金
〒０２７－００９７ 岩手県宮古市崎山第１地割１６番地１
☎ ０１９３－６５－７５２６ / ＦＡＸ ０１９３－６５－７５０８

ｆ Facebook
QRコード

みやこの宝を発見︕

冬の工作講座

昨年から始まった「おしえて︕学芸員シリーズ」。昨年度は、「色」をテー
マとして解説・体験を行いましたが、今年度は「学芸員の仕事」をテーマとし、
「拓本」「展示」について、学芸員のノウハウをお教えします︕

宮古市埋蔵文化財センター企画展

実際に展示品を見ながら
講師に質問する参加者

注口土器とは注ぎ口を持つ現代の急須
に似た、工芸的に優れた土器の事を言い
ます。

3月5日（土）から27日（日）まで開
催した今回の企画展は、県指定有形文化
財をはじめとした、岩手県内から出土し
た注口土器36点を展示しました。

6日（日）には、（公財）岩手県文化
振興事業団埋蔵文化財センターの文化財
専門員 八木勝枝氏を講師として招き、
「注口土器の多様な使われ方」と題して
講演会を行いました。注口土器から伺え
る縄文人の祈りや願い、そして注口土器
の鑑賞のポイントについて、熱心に質問
する参加者の様子も見られました。

注口土器から見える縄文の美と祈り展

1月23日（日）に開催した1回目の
拓本編では、土器の模様を写し取る技
術「拓本」についての解説と、カラー
拓本で作品を作る体験を行いました。

本物の土器と墨を使った従来の拓本
の後には、スタッフの作った土偶とカ
ラーインクを使っ
た拓本に挑戦。

参加者は、初め
ての拓本作業に苦
戦しながらも色と
りどりの拓本を完
成させていました。

拓本 編

カラフルな配色でオリジ
ナルの拓本を制作

展示 編
２月13日（日）に開催した２回目

の展示編では、学芸員の重要な仕事
の一つである「展示」をテーマに、
展示の歴史や、ミュージアムで行っ
ている展示作業の内容について解説。

アクリル製の展示ケースを使い、
本物の縄文土器
を展示する体験
では、小さなス
ポットライトの
当て方などを興
味深く聞いてい
ました。 本物の縄文土器を使用した

展示体験

お正月の風物詩のひとつに凧揚げがあります。
12月19日（日）に開催した冬の工作講座で

は、凧を作る体験を行いました。
今回の凧には、縄文土器に使われる模様を使

用。インクのついた縄を押し付けてみたり、ペ
ンで渦巻をぐるぐると描いてみたり、みるみる
うちに、オリジナリティー溢れる縄文風の絵柄
が出来上がっていきます。

凧の骨組みを作る工程も初挑戦の参加者がほ
とんど。そのため、細い竹ひごを張り付けたり、
糸の結んだり、参加者とスタッフが一緒になっ
て苦労しながら完成しました。

完成後は、縄文体験広場で凧揚げをする子供
たちであふれました。無風でしたが、子供たち
は元気に走り、凧は無事揚がっていきました。

現在、市文化課で策定を
進めている「宮古市文化財
保存活用地域計画」の事業
の一環として、１月22日
（土）初めて開催しました。
題して「みやこの宝を発
見︕」。多種多様な宮古市
の文化財等について、専門
家をお招きし、講演してい
ただきました。

ローソク岩の地質調査の
結果と中世城館について、
最新の調査結果も踏まえて
深く掘り下げた内容となり、
講演終了後は、宮古の宝に
ついての意識調査も実施。

参加者の歴史文化に対す
る想いを知る機会にもなり
ました。

分かりやすく写真で解説︕

熱心に講演を聴く参加者

『腕輪（ブレスレット）』
縄文時代の装飾品の１つに「腕輪」と呼ばれている

ものがあります。崎山貝塚からも2点出土し、１つは
ベンケイガイ製、もう１つはイノシシの犬歯製（未製
品）とされています。腕輪は貝を素材とする場合が多
くみられますが、土製や木製のほか、蔓や繊維を輪に
して漆で固めたものなど、多彩なブレスレットがあっ
たことが知られています。

以前、当館の事業の中でベンケイガイ製の腕輪作り
を実施したことがあります。腕を通す孔をあけるため
に、貝殻の中央部を叩き割るのが一番難しく、試行錯
誤の末に方法を見出した縄文人の知恵に感服︕

市内観光施設にて

見ゅ〜じあむパス＆
スタンプラリー

岩手県立水産科学館と北上山地民俗資料
館とのコラボ事業である3館連携。3月の春
休み期間に合わせて入館料割引サービス＆
スタンプラリーを行いました。3館巡ると
オリジナルグッズがもらえる企画で、今後
も3館で連携しながら様々な事業を展開し
ていく予定です。乞うご期待︕

縄文遺跡の周辺には、クリ林が広がって
いたことが、三内丸山遺跡や御所野遺跡な
どの発掘調査等で分かっています。このク
リ林は人が手を加え作り出したとされ、最
近の研究では、縄文時代前期の十和田火山
の噴火（約5,900年前）による被害が契機
ということ。自然災害の被害にも負けず、
たくましく生き抜いていた縄文人の姿が目
に浮かびます。(長)

開催日 イベント名 開催日 イベント名
4/23（土）
-6/26（日）

テーマ展
「宮古の縄文土器もよう」 6/26（日） チョウセンアカシジミ観察会

4/29（金・祝）
-5/5（木・祝）

ゴールデンウィーク企画 2022
じょうもんワクワク・ドキドキ体験

7/9（土）
-９/25（日）

第24回企画展
「とことん︕発掘調査」（仮）

6/12（日） みるみる宮古︕文化めぐり① 7/16（土）
-18（月・祝）

祝・６周年
開館記念スペシャルイベント

縄文人のつぶやき 編集
後記

縄文風のミニ凧を作ろう︕

(公財）岩手県文化振興事業団
埋蔵文化財センター 八木勝枝氏

インクやペンで絵柄を創作

自作した凧を一生懸命
揚げる子どもたち

（ ５ ） 広報・ 情報発信

　 夏季企画展・ 冬季企画展のパンフレ ッ ト のほか、 ミ ュ ージアムだよ り を年３ 回発行し 、 イ ベント ・

講座等の周知を行った。 ま た、 ミ ュ ージアム年報（ 令和３ 年度版） を刊行し た。

　 令和２ 年度よ り 開設し たミ ュ ージアム公式フ ェ イ ス ブッ ク に加え、 令和４ 年度から ミ ュ ージアム公

式イ ン ス タ グラ ムの運用を開始し た。 各 SN S を 利用し イ ベン ト 情報やミ ュ ージアム の日常など の情

報発信を継続的に行った。 ミ ュ ージアム出張展示では市内観光施設で観光客向けのＰ Ｒ を行った。

●発行日： 令和４ 年４ 月１ 日（ 第 15 号）、 ８ 月１ 日（ 第 16 号）、 12 月 15 日（ 第 17 号）

●体　 裁： Ａ ４ 版カラ ー両面

●内　 容： ミ ュ ージアム主催のイ ベント 、 講座紹介、 ボラ ンティ ア活動紹介など

宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアムだより
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お
昼
に
は
、
崎
山
小
学
校
に
よ

る
「
復
興
ソ
ー
ラ
ン
崎
山
魂
」
の

披
露
や
、
サ
ケ
汁
の
お
振
舞
が
行

わ
れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
は
、
崎
山
中
学
校

生
徒
製
作
の
「
有
孔
鍔
付
（
ゆ
う

こ
う
つ
ば
つ
き
）
土
器
」
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
有
孔
鍔
付

土
器
は
、
祭
り
に
関
係
し
た
土
器

だ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
縄
文
太

鼓
と
す
る
説
や
、
酒
造
具
と
す
る

説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
製
作
し
た

土
器
は
、
焼
成
後
に
縄
文
太
鼓
と

し
て
活
用
す
る
そ
う
で
す
。

来
年
の
縄
文
ま
つ
り
で

披
露
さ
れ
る
か
も

2022年12月15日 発行

発行者 ：

宮古市崎山貝塚

縄文の森ミュージアム

(宮古市教育委員会事務局文化課)

蘇
る
！
３
年
ぶ
り
の
熱
気

5

月
３
日

文
化
の

日
、
３
年
ぶ
り
と
な
る

「
第

回

崎
山
貝
塚

縄
文
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
！

開
会
式
で
は
、
崎
山
中
学
校
の
生

徒
製
作
の
「
顔
出
し
パ
ネ
ル
お
披
露

目
」
、
崎
山
小
・
中
学
校
・
宮
古
恵

風
支
援
学
校
生
徒
が
参
加
し
た
「
餅

ま
き
」
で
、
に
ぎ
や
か
に
縄
文
ま
つ

り
が
ス
タ
ー
ト
。

弓
矢
や
石
斧
の
体
験
、
丸
木
舟
縄

文
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
恒
例
の
縄
文

体
験
は
も
ち
ろ
ん
、
ふ
れ
あ
い
文
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
企
画
し
た
縄
文
プ

レ
ー
ト
作
り
も
長
蛇
の
列
が
で
き
る

ほ
ど
大
盛
況
で
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
、

フ
ォ
ロ
ー
ウ
ィ
ン
ズ
に
よ
る
「
縄
文

の
森
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、
軽
快
な

ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
縄
文
の
森

公
園
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

森 海

御所野縄文博物館
〒028-5316
岩手県二戸郡一戸町
岩舘字御所野２

Tel: 0195-32-2652

崎
山
貝
塚
縄
文
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
御
所
野

縄
文
博
物
館
と
連
携
し
て
、
岩
手
県
の
縄
文
文
化
を
発

信
す
る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
講
師
を
御
所
野
縄
文
博
物

館
の
職
員
に
お
願
い
し
、
今
年
は
御
所
野
縄
文
博
物
館

の
企
画
展
に
崎
山
貝
塚
の
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

徐
々
に
連
携
を
深
め
て
き
た
な
か
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

だ
よ
り
で
の
コ
ラ
ボ
が
決
定
し
ま
し
た
！
本
格
的
な
コ

ラ
ボ
は
次
号
か
ら
の
予
定
で
す
。

今
後
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
！

次
号
か
ら
の
連
載
に
向
け
て
、
昨
年
新
た
に
世
界
遺

産
と
な
っ
た
御
所
野
遺
跡
の
魅
力
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

コラボレーション

御所野縄文公園（ 提供： 一戸町教育委員会）

御
所
野
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
中
期
後
半
の
約
８
０
０

年
間
に
か
け
て
縄
文
人
が
生
活
し
た
集
落
跡
の
遺
跡
で

す
。
盛
土
遺
構
や
配
石
遺
構
な
ど
、
祭
祀
に
関
連
す
る

遺
構
も
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
で
、
屋

根
に
土
を
葺
い
た
土
屋
根
の
竪
穴
建
物
が
焼
失
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
復
元
や
焼
失
実
験
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
複
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
御
所
野
遺
跡

の
活
動
を
支
え
て
お
り
、
な
か
で
も
御
所
野
愛
護
少
年

団
は
そ
の
活
動
を
高
く
評
価
さ
れ
、
昨
年
に
は
国
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
遺
跡
の
活
用
で
も
縄
文
時
代
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

森
と

海
の
縄
文
が

コ
ラ
ボ
？

森
の
縄
文
、

御
所
野
の

魅
力
！

m o r i u m i

G o s y o n o Sakiyama-kaiduka

上） 縄文の森公園にジャ ズの音色♪

下） 今年も 人気ナンバーワン の弓矢体験

17

No.

S
akiyam

a
S

h
ell M

ou
n

d “Jom
on

-n
o-M

ori”A
rchaeological m

u
seu

m

宮
古
市
崎
山
貝
塚
縄
文
の
森

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

⁉

11
23

史
跡
崎

山
貝
塚
か
ら

出
土
し

た
釣
り
針

な
ど

の
貴
重

な
資

料
を
展

示
。
縄
文
時
代
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
大
迫
力
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
も
見
ど
こ
ろ
。

弓
矢
の
使
用
体
験
な
ど
の
縄

文
体
験
も
で
き
ま
す
。

岩
手
県
立
水
産
科
学
館
は
、

昭
和
61
年
に

開
館

し
た
全
国
初
の

水
産

専
門
の
科
学

館
。

昔
と
現
在

の
漁
法

と
漁
具
の

紹
介

の
ほ
か
、

三
陸
域

に
生
息
し

て
い
る
生

き
た
魚
介
類
を
15
基
の
水
槽
で

展
示
し
て
い
ま
す
。

夢
入
り
缶
と
い
う
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
作
り
な
ど
の
体
験
も
魅

力
の
１
つ
で
す
。

宮
古
市
北
上
山
地
民
俗
資
料

館
は
、
平
成
６
年

に
開

館
。

山
村

で
暮

ら
す

人
々

の
知

恵
や
工
夫

が
込

め
ら
れ
た

農
具
な

ど
の
数
多
く

の
民
俗
資
料

を
展
示
。
そ
の
う
ち
１
，
３
４

５
点
が
、
国
の
有
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

樹
皮
を
使
っ
た
カ
ゴ
作
り
な

ど
の
体
験
も
で
き
ま
す
。

2022年８月１日 発行

発行者 ：

宮古市崎山貝塚

縄文の森ミュージアム

(宮古市教育委員会事務局文化課)
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No.

宮
古
市
崎
山
貝
塚
縄
文
の
森

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

３館の魅力とは︖
宮古市内のミ ュ ージアム

令
和
３
年
７
月
に
は
共
通
の
Ｐ

Ｒ
チ
ラ
シ
＆
ミ
ニ
展
示
を
作
成
！

宮
古
市
崎
山
貝
塚
縄
文
の
森

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
平
成
28
年
に

開
館
。
宮
古
市
唯
一
の
国
指
定

第24回企画展
『はっくつ』

-ほる・はかる・かんがえる-

『 発掘』 にス ポッ ト を 当て た企画
展。 初日は、 ふれあい文化ボラ ン テ

上） ふれあい文化ボラ ンティ
ア向けの解説会。
下） レベル測量機を 体験する
参加者。

７/９㊏ -
９/25 ㊐ 開催

令和４年度テーマ展
「宮古の縄文土器もよう」

「
３
館
」
がタ

ッ
グ
を
組
む S

akiyam
a

Sh
ell M

ou
nd “Jom

on
-n

o-M
ori”A

rch
aeological m

u
seu

m

古
市
内
に
あ
る
博
物
館
施

設
が
連
携
を
し
て
、
市
内

を
周
遊
す
る
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
。

⁈

岩手県立水産科学館、 宮古市崎山貝塚縄文の森
ミ ュ ージアム、 宮古市北上山地民俗資料館 を巡る

4/23 ㊏ -
6/26 ㊐ 開催

さ
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ーマ展で し た。 次に土
器を 見る と き は、 ぜひ
模様を 観察し てみてく
ださ い！

普段は見る 機会の少
な い縄文土器ですが、
その表面を 間近で じ っ
く り 見る と 、 表面には
たく さ んの、 そし てい
ろ いろ な 『 模様』 がつ
けら れていま す。 そん
な 縄文土器の模様を 宮
古市出土の土器から 探
し てじ っ く り 見て みよ
う と いう のが今回のテ

▶

岩
手
県
立
水
産
科
学
館

水
槽
展
示

住所： 岩手県宮古市
日立浜町32-28

電話： 0193-63-5353

◀

宮
古
市
崎
山
貝
塚
縄
文
の
森

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

常
設
展
示
室

住所： 岩手県
宮古市
崎山1-16-1

電話： 0193-65-7526

▶

宮
古
市
北
上
山
地
民
俗
資
料
館

第
一
展
示
室

住所： 岩手県宮古市
川井2-187-1

電話： 0193-76-2167

ィ ア 向けの解説会が行われまし た。
ボラ ン ティ アの中には、 実際に発

掘調査員と し て発掘現場を 経験し た
こ と のある 人も ち ら ほら 。 当時の貴
重な 思い出を 、 身振り 手振り を 交え
て 話し て く ださ いまし た。

夏休みに入り 、 子ど も 会や家族連
れの方も 多いこ の時期。 小・ 中学生
にも わかり やすく 紹介し て いま すの
で 、 今ま で知ら な かっ た発掘の世界
と 、 そこ で働く 調査員たち のおし ご
と の様子を のぞいてみては？

■イ ベント 情報（ 12 -3月） ■

次回の崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアムだよ り は、 2023年4月発行予定 です。

≪宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム利用案内≫
●開館時間 午前9時から午後5時（最終入館は午後４時30分）
●休館日 毎週月曜日（祝日の場合はその翌平日）・年末年始・毎月月末平日の館内整理日
●入館料 高校生以下無料 一般 200 （100）円 学生 150 （80）円

※（ ）内は10名以上の団体割引料金
〒０２７－００９７ 岩手県宮古市崎山第１地割１６番地１
☎ ０１９３－６５－７５２６ / ＦＡＸ ０１９３－６５－７５０８

ｆ
Facebook
QRコ ード

『 縄文時代は 豊か ⁈ 』

自分がま だ若かり し 頃、 縄文時代の遺跡を 発掘し ている
と 、 漆が塗ら れた木製品が出土し ま し た。 表面の土を 取り
除いたと き に見えてき た漆の赤色は今でも 鮮明に覚えてい
ま す。 赤なのか、 紅なのか、 何と も いえない深みのあるそ
の色は強烈な印象があり まし た。

こ のよう な漆に代表さ れるよ う に、 縄文人は土器や木製
品などを 赤色に彩色し ていま す。 ま た黒の漆も みら れます。
さ ら にはヒ スイ の緑色、 植物由来の染料には黄色や茶色も
あっ たかも 。 さ ら には青も ？

も し かすると 、 現代人がイ メ ージする縄文と はかけ離れ
たカ ラ フ ルな世界が広がっ ていたのかも し れま せんね。

開催日 イ ベン ト 名 開催日 イ ベン ト 名

12/ 18㊐ 冬の工作講座「 よ も ぎせっ けんを 作ろう ！」 2/ 18㊏
ボラ ン ティ ア講座

ボラ ン ティ アと 一緒に学ぶ 「 入門！宮古学」 ②

1/ 14㊏-3/ 12㊐
埋蔵文化財セン タ ー企画展

「 石器から ひも と く 道具の進化」
1/ 29㊐ じ っ く り 縄文体験 弓矢編

1/ 21㊏
ボラ ン ティ ア講座

ボラ ン ティ アと 一緒に学ぶ 「 入門！宮古学」 ①
2/ 12㊐ じ っ く り 縄文体験 土製品編

２ /５ ㊐ 埋蔵文化財セン タ ー企画展講演会 3/ 12㊐ チョ ウセン ア カ シ ジミ 産卵数調査

古代の鉄作り 体験 ～鉄を 研ぐ ～

９ / 19㊊㊗開催

平成20年から 様々な内容の体験を 行っ て
き た「 古代の鉄作り 体験」 。

今年は「 研ぎ」 に注目！
日本刀の製作工程でも 、 「 鍛冶押し 」 と

いう 「 研ぎ」 の工程があり ます。 そのため、
宮古在住の刀匠 辻和宏氏の指導のも と 、 砥
石の使い方や包丁の研ぎ方など レ ク チャ ー

▶ 普段見るこ と のできない
刀匠による「 銘切り 」 の実演（ 日本刀に刀匠の名前を 刻む）

※ 都合により 、 開催日およびイ ベント 名が変更と なる場合がございます。

ミ ュ ージアム開館後初と なる 、 製塩土
器を 使っ た塩作り ！約70Lの海水から １
㎏ほど の塩ができ ま し た。 今回は、 宮城
県の里浜貝塚から 出土し た縄文時代晩期
の土器を模倣し て製塩土器を作り まし た
が、 色々な土器を 使い、 塩作り を し てい
き たいと 思います。

9 / 10㊏・ 11㊐開催 塩づく り 編

みる みる宮古！文化めぐ り の２ 回目は、
３ 年ぶり の開催と なっ た北上山地民俗資料
館小国分館（ 旧小国中学校） の「 水車の畑
ま つり 」 に併せて企画。

参加者は所蔵さ れている民具や、 当時の
暮ら し を 紹介し たパネルなど を まじ ま じ と
見学し ていまし た。 体験コ ーナーも あり ま
し たが、 時間がなく 、
残念ながら ほと んど

の方が途中で断念。
次回は是非、 挑戦

し てほし いです！

みるみる 宮古！文化めぐ り ②

10 / 16㊐開催

▲数多く 収蔵さ れている
民具を見学

いよ いよ シリ ーズ最後の体験と なっ た
海釣り 編！宿（ やど ） 漁港を舞台に、 シ
カ の角で作ら れた釣り 針を 使い、 魚釣り
に挑戦し ま し た。 道具はと ても シンプ ル
なも ので、 竿に糸と 重り 、 そし て針だけ。

昨年までは「 釣れた！」 と いう 参加者
がいま せんでし たが、 今回ついに1人の
参加者に釣果が！種類
は10cmほどのウミ タ
ナゴ でし た。 次回は、
も っ と 多く の参加者が
釣れる よう に、 工夫し
ていき たいです。

めざ せ！
縄文の釣り 名人！

9 / 25㊐開催 海釣り 編

８ / 27㊏開催 釣り 針編

宮城県東松島市の奥松島縄文村歴史資料館館長 菅原弘樹氏を 講師にお招き し 、 シカ 角を
素材と し た釣り 針作り を 行いま し た。 スラ イ ド を交えて東松島市にある里浜貝塚で出土し
た釣り 針やその種類、 実際に釣っ ていた
魚など を解説し ていただき まし た。 その
あと はいよ いよ釣り 針作り ！砥石（ と い
し ） に水を 掛けながら 、 シカ 角を 釣り 針
の形になる ま で削っ ていき ます。

悪戦苦闘し ながら も 、 約２ 時間半の作
業で釣り 針が完成し まし た。

1.と ても 硬いシカ角を 、 砥
石を 使っ て根気強く 削る。

2.海水を 入れた土器を 温め、
水分を 蒸発さ せて塩の結
晶を 作る。

3.土器の底に溜まっ た塩。

初めて ミ ュ ージ ア ムだ よ り の編集に 携わり

ま し た 。 現在はこ の様に 文字で 情報を 伝え れ
ま すが、 文字のな い 縄文時代はど う やっ て 情

報を 伝達し て い た のか考え て みた ら 、 あ り ま

し た 「 狼煙（ のろ し ） 」 。 ムラ の祭の日に は、

狼煙を 焚い て 周辺の集落に お 知ら せし て た の
で し ょ う か。 今で も 、 学校の運動会当日の朝

に 狼煙を 上げ る と こ ろ があ る と 思い ま す。 そ

う 考え る と 煙や音も 情報を 伝え る 一つの手段
な んだな と 感じ ま す。 (千)

編集

後記

夏休み縄文ラ ボ

夏休みの自由研究向けの出土品ミ ニ展示
と 、 館内にちり ばめら れたキーワード を探
し て並び替える ”縄文キーワード ハン タ ー”
を 行いま し た。

３ 年ぶり に行動制限のない夏休みだっ た
こ と も あり 、 帰省や観光など 多く の方にご
来館いただき ま し た。

土器の作り 方を 科学の視点から スポッ ト
を 当てた展示には、 小学生を 中心にたく さ

んの方が足を 止める
姿が！キーワード ハ
ン タ ーも 、 来館し た
方のほと んど が挑戦
し 、 景品の「 プ ラ 板
キーホルダーづく り
キッ ト 」 も と ても 好
評でし た。

８ / 10㊌- 21㊐開催

＼ 紹介コ ーナー／

常設展示室内にある 「 宮古の遺跡紹

介コ ーナー」 の展示替え を 行いま し た。

今回展示は、 崎山貝塚から ほど 近い
「 白石遺跡」 。 何度か行われて いる 発

掘調査のう ち 、 東日本大震

災の復興調査にあたる 、 第
８ ・ ９ 次調査で 出土し た遺

物を 展示し て いま す。

ど う ぞご 覧く ださ い。

1 ２

３

▲体験学習室を 使っ た
出土品の展示

を受けまし た。
こ の他、 市内で採

取さ れた砥石と なる
石材（ 流紋岩など ）
を使っ た研ぎの体験
も 行いまし た。

みんなで の暮ら し 体験！縄 文

宮古の遺跡

縄文人のつぶやき

イベント情報（8-11月）

※ 都合によ り 、 開催が変更または中止と なる 場合がございます。

次回の崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアムだよ り は、 2022年12月発行予定です。

≪宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム利用案内≫
●開館時間 午前9時から午後5時（最終入館は午後４時30分）
●休館日 毎週月曜日（祝日の場合はその翌平日）・年末年始・毎月月末平日の館内整理日
●入館料 高校生以下無料 一般 200 （100）円 学生 150 （80）円

※（ ）内は10名以上の団体割引料金
〒０２７－００９７ 岩手県宮古市崎山第１地割１６番地１
☎ ０１９３－６５－７５２６ / ＦＡＸ ０１９３－６５－７５０８

ｆ Facebook
QRコ ード

『有孔鍔付土器（ゆうこうつばつきどき）』
現在のと こ ろ 、 宮古市から は出土し ていま せんが、

縄文時代の変わり 種の土器の１ つに「 有孔鍔付土器」
があり ま す。 土器の縁の部分に横方向に連続し てあけ
ら れた孔がある 土器で、 長野県や山梨県など の中部地
方や関東地方で主に出土し ています。

その形から 「 種子貯蔵説」 や「 酒樽・ 酒造具説」
「 太鼓説」 など の様々な用途が考えら れていますが、
いま だによ く 分かっ ていません。 実際に土器で太鼓を
製作し 、 「 縄文太鼓」 と し て演奏し ている 方も いる よ
う です。 崎山貝塚でみら れる よ う な広場で、 縄文人が
太鼓を叩いている 姿を 思い浮かべる と 楽し そう です。

市内観光施設にて

イスタ・FB紹介

岩手県立水産科学館と 北上山地民俗資料

館と のコ ラ ボ事業で ある 3館連携。 3月の春
休み期間に 合わせて 入館料割引サービ ス ＆

ス タ ン プ ラ リ ーを 行いま し た。 3館巡る と

オリ ジ ナルグッ ズがも ら え る 企画で 、 今後
も 3館で 連携し な がら 様々な 事業を 展開し

て い く 予定で す。 乞う ご 期待！

最近は、 取っ て も 取っ て も 生え て く る 雑

草と の終わり な き 闘いの真最中。 あ ま り の

再生能力に 気が滅入っ て し ま いま すが、 ア
フ リ カ や中国な ど の砂漠を 見る につれ、 こ

の自然の再生こ そ が日本の特徴、 も し かす

る と 縄文の特徴で はな いかと 考え た り し て
いま す。 四季の移り 変わり や森・ 川・ 海の

恩恵を 受け 、 育ま れて き た 歴史を 心で は感

じ つつも 、 鎌を 片手に雑草に闘いを 挑んで
いる 今日こ の頃で す…。 (長)

開催日 イベント名 開催日 イベント名

8/ 10㊌-21㊐ 夏休み縄文ラ ボ 9/ 25㊐ みんなで縄文の暮ら し 体験！ 海釣り 編

8/ 27㊏ みんなで縄文の暮ら し 体験！ 釣り 針編 10/8㊏-12/18㊐ 第25回企画展「 白亜紀みやこ の化石」

9/ 10㊏-11㊐ みんなで縄文の暮ら し 体験！ 塩作り 編 10/ 16㊐ みる みる宮古！文化めぐ り ②

9/ 19㊊㊗ 古代の鉄作り 体験 ～鉄を 研ぐ ～ 11/ 3㊍㊗ 第23回 崎山貝塚縄文まつり

縄文人のつぶやき 編集
後記

第2回 宮古市文化財保存活用地域計画
策定事業公開講座「宮古の宝を発見︕」

チョウセンアカシジミ観察会

◀ 木の葉に止ま り 羽を 休める
チ ョ ウセ ン ア カ シ ジ ミ を 観察

ふれあい文化
ボランティアの活動

◀ 花壇に花を 植え る
ボラ ン ティ ア

今年で６周年︕
開館記念スペシャルイベント

▲ 完成し た✋手形土版✋

みるみる宮古︕文化めぐり①

6/12 ㊐ 開催

昨年までは「 みる みる 宮古！体験めぐ
り 」 と 体験を 絡めた企画でし たが、 今年
度から は「 文化めぐ り 」 に名称を 変更！

１ 回目の今回は、 田老地区の津波に関
連する 石碑などを 巡る内容と なり ま し た。

江戸時代の海嘯記念碑（ 津波記念碑）
や旧田老町時代に作ら れた防潮堤のほか、
三王岩や道の駅たろ う など も 見学。

参加者から は、
「 ま た参加し たい」
と いう 声も あり 、 好
評だっ たよ う です。

▲ 防潮堤見学の様子

4/29 ㊎㊗ - 5/5 ㊍㊗ 開催

ゴ ールデン ウィ ーク 期間中の6日間で、
通常では体験でき ない特別な縄文体験な

どを 楽し める イ ベン
ト を 実施し ま し た。

縄文体験では、 や
り 投げや弓矢体験、
魚を 模し たパネルを
釣る 体験など 、 皆さ
ん楽し んでいま し た。

ま た、 今年は新企
画と し て収蔵庫を 迷
路に見立てた宝探し
ゲームも 行い、 例年
より も 多く の方が参
加し ていま し た。

上） ラ イ ト ア ッ プし た 収蔵
庫で の宝探し ゲーム。
下） 風船を 狙っ た弓矢体験。

じょうもんワクワク・ドキドキ体験︕

７/16 ㊏ - 7/18 ㊐ 開催

今年で開館６ 周年を迎えたミ ュ ージア
ムでの恒例イ ベン ト ！今回初企画と なる
「 手形足形土版つく り 」 に加えて、 縄文
ク ロ スワード パズルが３ 年ぶり に復活し
まし た。

縄文時代、 子供の成長を 願っ て作ら れ
たと も 言われる土版は、 全国でも 数点し
か確認さ れていま
せん。 今回は１ 日
30個限定で製作を
体験。 赤ち ゃ んや
子供たちの可愛ら
し い土版がいっ ぱ
い出来まし た！

7/16 ㊏ 開催

7/3 ㊐ 開催

現在、 文化課では「 宮古市文化財保存
活用地域計画」 を 策定中。 その事業の一

環と し て公開講座を 開催し まし た。
盛岡大学名誉教授の熊谷常正 氏には文

化財についての講演をいただき 、 岩手県
自然保護指導員の武内寛 氏には北上山地
の希少動植物についてお話をし ていただ
き ま し た。

「 宮古の宝」 を 見
つけ出すためのこ の
事業。 あら ためて、
宮古を 見つめ直すき
っ かけになればと 思
いま す。

初夏の恒例イ ベント と なっ ている、 宮
古市指定天然記念物のチョ ウセンアカ シ
ジミ 観察会が今年も 開催さ れま し た。

当日は好天にも 恵ま れ多く の方にご参
加いただき 、 木の葉に止まっ ている チョ
ウの姿や、 ト ネリ コ の木に産み付けら れ
た卵の観察をする こ と ができ ま し た。

宮古市民の貴重な財産でも あるチョ ウ
セン アカ シジミ を 、 みなさ んの手で守っ
ていき ま し ょ う 。

◀ チョ ウセ ン
アカ シ ジ ミ
の成虫（ 過
去画像）

Instagram始めました︕
昨年ま で はFacebookを 利用し て ミ ュ ー

ジ ア ムのイ ベ ン ト や日常を お伝え し て き ま

し たが、 今年から はイ ン ス タ グラ ムの運用

も 開始！ミ ュ ージ ア ムの日常はイ ン ス タ グ
ラ ムで のみ更新し て い ま すが、 来館者と 関

連施設の情報を 新し く 発信し 始めま し た。

いいね︕フォロー大歓迎
インスタグラム

ボラ ン テ ィ ア活動
の一環で、 ミ ュ ージ
アム周辺の空き 地を花壇と し て整備し 始
めてから 、 今年で３ 年目。 去年収穫し た
花の種から 育てた苗も 十分大き く なり 、
無事に花壇に植え終わり まし た。

昨年の花の苗の数は約300株く ら いで
し たが、 今年は種の数も 増え、 なんと 約
1,200株！昨年は１ 列だっ た花の列も 、

今年は３ 列にでき
き まし た。

昨年よ り 華やか
と なっ た花壇を ぜ
ひご覧く ださ い。

▲ 公開講座の様子

ぜひ一度覗いて みて く ださ い ！
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（ １ ） 日記抄

４ .  管理運営

日　 付 曜日 事　 項

4 月 9 日 土 見学： 宮古市観光課 (2)

4 月1 2 日 火 見学： 凸版印刷 (2)

4 月1 6 日 土 ボラ ンティ ア定例会

4 月2 3 日 土 テーマ展「 みやこ の縄文土器も よ う 」 開始～ 6 月 26 日

4 月2 9 日 金・ 祝 2022 じ ょ う も んワ ク ワ ク ・ ド キド キ体験開始

5 月 5 日 木 2022 じ ょ う も んワ ク ワ ク ・ ド キド キ体験終了

5 月 6 日 金 取材： 岩手日報 (1)

5 月1 0 日 火 見学・ 解説・ 勾玉： 花鶏学苑 (8)

5 月1 1 日 水 見学・ 解説： イ ノ サンク (17 )

5 月1 2 日 木 見学・ 解説： 宮古市埋蔵文化財センタ ー作業員展示解説会 (14)

5 月1 8 日 水 見学・ 解説： 宮古市埋蔵文化財センタ ー作業員展示解説会 (2)

5 月2 1 日 土 ボラ ンティ ア定例会

5 月2 5 日 水 見学・ 解説： 山田町立豊間根小学校 (22)

5 月2 6 日 木 見学・ 解説： 宮古市立新里中学校 (15)

5 月2 7 日 金 取材： 読売新聞 (1)

6 月 1 日 水
取材： みやこ わが町 (1)
見学： 解説・ 弓矢： 盛岡市立上田小学校 (72)

6 月 2 日 木
見学・ 解説： 盛岡市立手代森小学校 (38)
見学・ 解説・ 弓矢： 花巻市立石鳥谷小学校 (54)

6 月 3 日 金 見学・ 解説： 盛岡市立城北小学校 (88)

6 月 7 日 火 見学： 岩手県教育委員会 (5)

6 月 8 日 水 見学・ 解説： 北上市立いわさ き 小学校 (17)

6 月 9 日 木
見学・ 解説： 一戸市立一戸南小学校 (19)
見学・ 解説： 一関市立猿沢小学校 (14)
見学・ 解説・ 弓矢： 岩手県立宮古恵風支援学校 (11)

6 月1 0 日 金
見学・ 解説・ 革キーホルダー： 花巻市立宮野目小学校 (60)
見学・ 解説： 花巻市立八幡小学校 (30)

6 月1 2 日 日 みる みる 宮古！文化めぐ り (12)

6 月1 5 日 水 見学・ 解説・ 火おこ し ： 宮古市立崎山小学校 (33)

6 月1 7 日 金
見学・ 解説： 西和賀町立沢内小学校 (18)
見学・ 解説： 花巻市立矢沢小学校 (60)
見学・ 解説： 花巻市立新堀小学校 (21)

6 月1 8 日 土
ボラ ンティ ア定例会
縄文体験学習 ( 土器・ 土偶・ 火おこ し ) 再開

6 月1 9 日 日 見学： 奥州市教育委員会 (6)

6 月2 1 日 火 見学 : 宮古市総務課 (3)

6 月2 3 日 木
見学・ 解説： 二戸市立福岡小学校 (57)
見学・ 解説： 一関市立大原小学校 (15)

6 月2 8 日 火 弓矢・ 革キーホルダー： 花鶏学苑 (9)

7 月 3 日 日 チョ ウ センアカシジミ 観察会 (17)

7 月 6 日 水
見学・ 解説： 宮古市立崎山小学校 (18)
見学・ 解説・ 弓矢・ 革キーホルダー： 山口小学校 (22)
出前講座・ 土器： 宮古市立津軽石小学校 (30)

7 月 7 日 木
見学： 宮古地域振興センタ ー (1)
見学： さ んり く 基金 (2)

7 月 9 日 土
ボラ ンティ ア定例会
見学・ 解説・ 勾玉： 岩泉町立小本小学校 (22)
第 24 回企画展「『 はっく つ』 ーほる ・ はかる ・ かんがえる 」 開始～ 9 月 25 日

7 月1 3 日 水
見学： 横須賀市自然・ 人文博物館 (2)
見学・ 解説： N PO 法人 SET(10)
出前講座・ 土器手直し ： 宮古市立津軽石小学校 (30)

7 月1 4 日 木 見学・ 革キーホルダー： 宮古市立磯鶏小学校 (48)

7 月1 5 日 金
見学・ 解説・ 土偶・ 弓矢： 宮古市立高浜小学校 (8)
見学・ 解説： 玉山地区公民館 (37)

7 月1 6 日 土
開館記念スペシャ ルイ ベント 開始
宮古市文化財保存活用地域計画策定事業公開講座「 みやこ の宝を発見！」 (26)

7 月1 8 日 月・ 祝 開館記念スペシャ ルイ ベント 終了

7 月2 0 日 水 ボラ ンティ ア移動研修 ( 御所野遺跡 )

7 月2 2 日 金 施設消防訓練

7 月2 3 日 土 見学・ 解説・ 弓矢・ 革キーホルダー： 藤原子ども 会 (13)

7 月2 6 日 火 見学： 岩手町教育委員会 (2)

7 月2 7 日 水
見学・ 解説・ 弓矢・ 革キーホルダー： すみたっ子探検隊 (15)
出前講座・ 土偶： 中央公民館分館 (9)

7 月2 8 日 木 出前講座・ 土偶： 中央公民館分館 (3)

7 月3 0 日 土 埋蔵文化財センタ ーお仕事体験（ 1日目）

7 月3 1 日 日 埋蔵文化財センタ ーお仕事体験（ 2日目）

8 月 4 日 木 都留文科大学学芸員実習生研修開始～ 8 月 14 日 (1 )

8 月 7 日 日 見学・ 解説・ 勾玉・ 弓矢： 小沢・ 五月町子ども 会 (13)

8 月 9 日 火 大谷大学学芸員実習生研修開始～ 8 月 13 日（ １ ）

8 月1 0 日 水
取材： 岩手めんこ いテレ ビ (1)
夏休み縄文ラ ボ・ 入館無料期間開始～ 8 月 21 日

8 月1 6 日 火 取材： 岩手日報 (1)
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8 月2 0 日 土 ボラ ンティ ア定例会

8 月2 1 日 日 見学： 山田町教育委員会 (1)

8 月2 5 日 木 見学： 宮古市文化財保護審議会委員 (6)

8 月2 7 日 土 みんなで縄文の暮ら し 体験「 釣り 針編」 (4 )

9 月 4 日 日 見学： 東北歴史博物館 (2)

9 月 7 日 水 見学・ 解説： 盛岡・ 八幡平広域団体 (6)   

9 月 8 日 木
見学： 奥州市埋蔵文化財センタ ー (2)
見学・ 解説・ 勾玉・ 土偶・ 弓矢・ 革キーホルダー： 久慈市立侍浜小学校 (16)

9 月1 0 日 土
見学： 宮古市長ほか (3)
みんなで縄文の暮ら し 体験「 塩作り 編」 (1 日目 )

9 月1 1 日 日 みんなで縄文の暮ら し 体験「 塩作り 編」 (2 日目 )

9 月1 3 日 火 見学・ 解説： 松園地区公民館 (16)

9 月1 5 日 木 見学・ 解説： 河南公民館 (18)

9 月1 7 日 土 ボラ ンティ ア定例会

9 月1 9 日 月・ 祝
古代の鉄づく り 体験
取材： テレ ビ岩手 (1)・ みやこ わが町 (1)・ 読売新聞 (1)

9 月2 1 日 水
見学・ 解説： 久慈市立夏井小学校 (8)
見学・ 解説・ 土偶・ 弓矢： 宮古市立津軽石小学校 (29)

9 月2 5 日 日 みんなで縄文の暮ら し 体験「 海釣り 編」 (8 )

9 月2 7 日 火
見学・ 解説： 宮古市立崎山小学校 (25)
見学・ 解説・ 勾玉： 宮古市立重茂中学校 (9)

9 月2 8 日 水 見学・ 解説： 宮古市立津軽石小学校 (32)

9 月2 9 日 木
見学・ 解説： 盛岡市立東松園小学校 (30)
見学・ 解説： 日本橋ト ラ ベラ ーズク ラ ブ (7)

1 0 月 5 日 水 見学・ 解説： 松島町議会事務局 (9)

1 0 月 8 日 土 第 25 回企画展「 白亜紀みやこ の化石」 開始～ 12 月 18 日

1 0 月 9 日 日 出前講座： みやっこ タ ウ ン (8)

1 0 月1 2 日 水
見学・ 解説： 宮古市児童相談所 (4)
出前講座・ 土器： 宮古市立崎山中学校 (37)

1 0 月1 3 日 木 見学： ミ ュ ージアム運営協議会委員 (5)

1 0 月1 4 日 金
見学： 南山大学 (2)
出前講座・ 土偶： 宮古市立崎山小学校 (25)

1 0 月1 5 日 土 ボラ ンティ ア定例会

1 0 月1 6 日 日
見学： 岩屋堂民生児童委員協議会 (6)
みる みる 宮古！文化めぐ り (8)

1 0 月1 9 日 水 出前講座・ 土器手直し ： 宮古市立崎山中学校 (37)

1 0 月2 0 日 木 見学・ 解説・ 革キーホルダー： 盛岡と なん支援学校（ ９ ）

1 0 月2 6 日 水 取材： めんこ いテレ ビ (3)

1 0 月2 7 日 金 取材： みやこ わが町 (1)

1 0 月2 9 日 土
見学： 宮古市観光課 (1)
見学・ 解説： 山田町政策企画課 (41)
宮古市文化財保存活用地域計画策定事業公開講座「 みやこ の宝を発見！」（ 13）

1 1 月 3 日 木・ 祝 第 23 回縄文ま つり

1 1 月1 1 日 金
見学・ 解説・ 勾玉： 盛岡市立緑が丘小学校 (42)
宮古市立第一中学校職場体験 (5)

1 1 月1 5 日 火 見学： 平泉町議会 (8)

1 1 月1 7 日 木 見学・ 解説： 宮古保健福祉環境センタ ー (3)

1 1 月1 9 日 土 ボラ ンティ ア定例会

1 1 月2 0 日 日 見学・ 解説： 宮古層群地質観察会 (27)

1 1 月2 4 日 木 見学： 岩手県立盛岡商業高校 (4)

1 2 月 1 日 木
見学・ 解説： 岩泉町立釜津田小学校 (4)
見学・ 解説： 株式会社日々旅 (8)

1 2 月1 0 日 土 見学： 愛知県埋蔵文化財センタ ー職員 (1)

1 2 月1 4 日 水 見学・ 解説： 宮古市埋蔵文化財センタ ー作業員展示解説会 (14)

1 2 月1 7 日 土
ボラ ンティ ア定例会
見学・ 解説： SELP わかたけ (14)

1 2 月1 8 日 日
冬休み工作講座 (11)
取材： 宮古民友 (1)

1 月1 4 日 土 埋蔵文化財センタ ー企画展「 石の文化史」 開始～ 3 月 12 日

1 月1 9 日 木 見学： 宮古市文化財保護審議会委員 (8)

1 月2 1 日 土 ボラ ンティ ア定例会・ ボラ ンティ ア講座

1 月2 9 日 日 じ っく り 縄文体験「 弓矢編」 (15 )

2 月 5 日 日 埋蔵文化財センタ ー企画展講演会 (11)

2 月 7 日 火 見学・ 解説： ワ ールド 航空サービス (13 )

2 月1 0 日 金 見学・ 宮古市都市計画課 (5)

2 月1 1 日 土
見学・ 解説： ワ ールド 航空サービス (17 )
宮古市文化財保存活用地域計画策定事業公開講座「 みやこ の宝を発見！」 (23 )

2 月1 2 日 日 じ っく り 縄文体験「 土製品編」 (18 )

2 月1 5 日 水
見学： 文化庁 (2)
見学： 未来図書館 (6)

2 月1 8 日 土 ボラ ンティ ア定例会・ ボラ ンティ ア講座 (14)

2 月2 4 日 金 見学・ 解説・ 勾玉： あかま え園 (14)

3 月 2 日 木 見学・ 解説： 宮古市埋蔵文化財センタ ー作業員展示解説会 (14)

3 月 5 日 日 見学・ 解説・ 革キーホルダー： みちのく ト ラ ベル東北 (6)

3 月 7 日 火
見学： 解説・ 弓矢： 崎山保育所 (15)
見学・ 解説・ 勾玉・ 火おこ し ・ 弓矢・ 革キーホルダー： 山田町立山田中学校 (10)　 　

3 月1 1 日 土 見学： 奥松島縄文歴史資料館 (2)

3 月1 2 日 日 チョ ウ センアカシジミ 産卵地観察会 (8)

3 月1 8 日 土 ボラ ンティ ア定例会

日　 　 付 曜日 事　 　 　 　 　 　 　 　 項
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（ ２ ） 入館者利用状況

◆ 令和４ 年度  入館者数

（ ３ ） 縄文体験利用状況

◆ 令和４ 年度  縄文体験者数

高校生以下 学　 生 一　 般 団体客
その他

（ 入館無料日等）
各月合計

4 月 42 1 140 0 8 1 91

5 月 128 2 290 6 2 34 5 16

6 月 22 2 150 607 30 8 11

7 月 104 2 233 193 41 5 73

8 月 85 1 158 1 3 4 59 7 16

9 月 44 6 154 209 17 4 30

10 月 27 2 150 6 9 40 2 88

11 月 50 0 115 8 0 2 93 5 38

12 月 4 0 51 2 6 30 1 11

1 月 28 2 72 0 45 1 47

2 月 22 2 87 5 0 75 2 36

3 月 40 5 159 3 1 27 2 62

合　 　 計
596 25 1 ,7 59

1 ,3 4 0 1 ,0 99 4 ,8 19
2 ,3 8 0

土器 ク ッ キー ペンダント 土偶 火おこ し 弓矢 石斧 フィッシング ミ ニ土器 革 各月合計

4 月 0 0 1 0 0 6 0 0 0 0 7

5 月 0 0 21 0 0 7 0 0 0 3 31

6 月 0 0 6 0 34 132 0 0 0 65 2 37

7 月 60 0 30 12 3 54 0 0 0 78 2 37

8 月 0 0 43 39 9 72 0 0 0 22 1 85

9 月 0 0 21 16 1 32 0 0 0 7 77

10 月 74 0 33 36 0 8 0 0 0 5 1 56

11 月 0 0 48 2 4 26 0 0 0 6 86

12 月 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 7

1 月 0 0 9 10 0 12 0 0 0 8 39

2 月 0 0 17 9 2 0 0 0 0 0 28
縄文体験 縄文ま つり

3 月 0 0 16 6 2 19 0 0 0 14 57

小計 13 4 0 252 130 55 368 0 0 0 2 08 1 ,1 47 1 ,1 4 7 77 4

令和４ 年度 合計 1,921
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宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム 作って、遊んで、縄文の達人︕

土器作り
料金︓400円
■要事前予約（個人/団体共に）
■粘土1kgを使用
■約1〜2ヶ月間乾燥後、焼成
■製作から約2ヶ月後、着払い

または直接引取りにて返却
■体験期間は4〜10月

（11〜3月はお休み）

■団 体 (10名以上)︓全ての体験メニューは、1ヶ月前までの予約が必要。
■個 人 (10人未満)︓土器作りは、2週間前までの予約が必要。
※お申込みは、窓口での直接予約・電話・FAXのいずれかでお願いします。また、各メニューの所要時間等により、当日の受付時間が

異なりますので、お申込みの際にご確認ください。
※予約状況等により、個人の体験ができない場合があります。予めご了承ください。
※縄文体験のみをご希望の場合、入館料は不要です。
※その他、宮古市内の学校や施設関係での出前授業のご依頼、夏休み・冬休みの自由研究等のご相談がありましたら、お気軽にお問い

合わせください。

縄
（時季により、屋外体験の受付時間が異なります）

文 体 験
じょう もん たい けん

ど き づく

(所要時間:約3時間)

勾玉ペンダント作り
まが たま づく

(所要時間:約1時間30分) 縄文キーホルダー作り
じょうもん づく

(所要時間:約30分)

火おこし体験
ひ たい けん

弓矢の使用体験
ゆみ や し よう たい けん

展示室・公園ガイド解説
てん じ しつ こう えん かい せつ

料金︓400円
■受付は15:30まで
■紙やすりを使用し、滑石

(かっせき)という柔らかい
石を勾玉の形に削る

■当日のお渡し可能

料金︓100円
■受付は16:00まで
■石のナイフを使って好きな

キーホルダーの形にカット
■革には縄文風の焼印付き

料金︓1組 100円
■受付は16:00まで【夏季】

15:00まで【冬季】
■屋外体験
■2〜3人で1組が目安
■キリモミ式という方法で

火をおこす

料金︓100円
■受付は16:00まで【夏季】

15:00まで【冬季】
■屋外体験
■木製の弓と竹製の矢を使い、

動物が描かれた的に向かって
矢を射る

悪天候の場合は不可 悪天候の場合は不可

料金︓無料 (別途入館料が必要。
団体割引あり。)

■受付は16:00まで
■学芸員による展示・プロジェク

ションマッピング等の解説
■案内時間は要相談

(目安は30〜45分)

9:00～12:00、13:00～17:00

体 験 時 間

土偶・ミニ土器作り (所要時間:約1時間)

料金︓200円
■受付は16:00まで
■粘土500gを使用
■約3週間乾燥後、焼成
■製作から約1ヶ月後、着払い

または直接引取りにて返却

ど ぐう ど き づく

一度に体験できるのは

まで

となっています。

2組

※感染症対策を行ったうえで、体験を実施しています。
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（ ４ ） 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム運営協議会

　 ●期日： 令和４ 年 10 月 13 日（ 木）

　 ●会場： 崎山公民館多目的ホール

　 ●委員： 熊谷常正会長、 鷹觜三和委員、 昆野賢寿委員、 松田和夫委員、 藤井寛委員

　 　 　 　 　 佐々木信一委員

　 　 　 　 　 本正千夏委員（ 欠席）、 佐々木優委員（ 欠席）、 土澤智委員（ 欠席）、 山根真紀子委員

　 　 　 　 　（ 欠席）

　 ●議事： 報告第１ 号　 前回会議の経過報告

　 　 　 　 　 報告第２ 号　 令和４ 年度宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム事業実施計画及び実施状況

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 について

（ ５ ） 資料利用状況（ 資料掲載・ 閲覧）

申請日付 申請者 資料名及び数量 目　 　 的 使用方法

令和4年8月5日 山田町教育委員会　 火おこ し セッ ト ： 10 点 縄文土器づく り 講座にて火おこ し 体験を行う ため 体験

令和4年8月16日 株式会社キャディッシュ 展示室写真： １ 点
ホテル「 宮古セン ト ラ ルホテル熊安」 Ｈ Ｐ に掲載

する ため
HP に掲載

令和4年8月30日 東北歴史博物館
長根Ⅰ遺跡９ 号墳出土直刀： 1 点

長根Ⅰ遺跡 28 号墳出土立鼓柄刀： １ 点

令和４ 年秋季特別展「 みちのく のサムラ イ たち

―東北武士の系譜―」 に係る 資料調査
閲覧

令和4年9月15日 東北歴史博物館
長根Ⅰ遺跡９ 号墳出土直刀： 1 点

長根Ⅰ遺跡 28 号墳出土立鼓柄刀： １ 点

令和４ 年秋季特別展「 みちのく のサムラ イ たち

―東北武士の系譜―」 における 展示およ び写真資

料の広報物掲載のため

展示、 配布物掲載

令和4年9月16日 個人（ 南山大学） 屈葬人骨（ 磯鶏蝦夷森貝塚）： 1 点
論文掲載のための三次元測量のため（ 科学研究費

助成事業）
三次元測量

令和4年9月20日 一戸町教育委員会 崎山貝塚出土の骨角器等： 37 点 企画展の展示資料の事前調査のため 閲覧、 写真撮影

令和4年9月22日
個人（ 名古屋市埋蔵

文化財センタ ー）

ツキノ ワ グマ製垂飾品（ 近内中村遺跡）

ヘアピ ン・ 鹿角製ク シ・ 鹿角製耳飾・ 貝

輪・ オオカミ 臼歯製垂飾品（ 崎山貝塚）

縄文時代の骨角器の研究のため（ 科研費基礎研究） 閲覧、 写真撮影、 実測

令和4年9月27日 一戸町教育委員会 崎山貝塚出土の骨角器等： 37 点
御所野遺跡世界遺産登録１ 周年及び御所野縄文博

物館開館 2 0 周年記念企画展において展示する ため
展示、 配布物掲載

令和4年10月6日 一戸町教育委員会 崎山貝塚全景写真画像： 1 点
御所野遺跡世界遺産登録１ 周年及び御所野縄文博

物館開館 2 0 周年記念企画展において展示する ため
展示、 配布物掲載

令和4年10月12日 宮古市立崎山中学校 火おこ し セッ ト ： ９ 点 野外炊飯での火おこ し のため 体験

令和4年10月22日 文教大学 鯨骨製装飾品と 人骨出土状況等： 13 点
文教大学・ 文教大学宮古プロ ジェ ク ト 制作フ リ ー

ペーパーへの掲載のため
配布物掲載

令和4年11月4日 岩手めんこ いテレ ビ 崎山貝塚全景写真画像等： 5 点
岩手めんこ いテレ ビ「 M it Live N ew s」 内コ ーナー

「 めんこ いアナのイ イ ね！」 にて使用
放送

令和4年11月9日 宮古市教育研究所 ラ イ フ ジャ ケッ ト ： 9 点
宮古市教育研究所「 サーモン 教室」 釣り 体験活動

での使用
体験

令和4年12月9日 ト ラ ベル・ リ ンク

崎山貝塚全景写真画像等： 3 点

縄文土偶写真画像： 1 点

崎山貝塚出土の漁具類写真画像： 1 点

岩手県沿岸広域振興局縁結び支援イ ベン ト 告知の

ため

展示、閲覧、写真撮影、

拓本、 実測、

その他（ イ ベント 告知）

令和5年3月8日 個人 千徳城跡散策動画： １ 点 制作し た楽曲の背景映像と し て使用する ため 個人利用
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（ ６ ） 縄文の森公園利用状況

日　 付 申請者 場　 所 目　 　 的 内　 容

令和4年5月17日・ 19日
宮古市教育委員会事務局

学校教育課
崎山貝塚縄文の森公園内 教職員定期健康診断のための検診車の駐車 駐車場の利用

令和4年7月7日 宮古保健センタ ー 崎山貝塚縄文の森公園内
乳がん・ 大腸がん検診実施のための検診車の

駐車
駐車場の利用

令和4年8月31日 宮古保健センタ ー 崎山貝塚縄文の森公園内
胃がん・ 肺がん・ 大腸がん検診実施のための検

診車の駐車
駐車場の利用

令和4年9月7日
宮古市教育委員会事務局

学校教育課
崎山貝塚縄文の森公園内 教職員胃がん検診のための検診車の駐車 駐車場の利用

令和4年9月21日 宮古保健センタ ー 崎山貝塚縄文の森公園内 結核検診実施のための検診車の駐車 駐車場の利用

令和４ 年10月11日・ 12日 宮古保健センタ ー 崎山貝塚縄文の森公園内 特定健康診査実施のための検診車の駐車 駐車場の利用

（ ７ ） 縄文の森公園及び施設の管理維持

　 ●縄文の森公園の環境整備

　 　 ・ 樹木の危険枝等の伐採と 園路の整備

　 　 ・ 復元竪穴住居周辺及び中央広場周辺の草刈り

　 ●縄文の森公園のナラ 枯れ木伐採

　 　 ・  令和３ 年９ 月３ 日（ 金） に史跡公園内でナラ 枯れ２ 本を確認し 、 市農林課と の協議のう え令和

４ 年６ 月 14 日（ 火） に１ 本の伐採を行った。 う ち１ 本は令和４ 年２ 月８ 日（ 金） に伐採を行っ

ている 。

　 　 ・  令和４ 年９ 月 29 日（ 土） に史跡公園内でナラ 枯れを 確認し 、 市農林課と の協議のう え令和５

年１ 月 20 日（ 金） に伐採を行った。

　 ●縄文体験広場の電柱移設

　 縄文体験広場中央にあった電柱を 景観の問題から 、 令和４ 年７ 月 29 日（ 土） に広場北側に移設

をし た。

　 ●令和４ 年８ 月の大雨によ る 被害

　 令和４ 年８ 月３ 日（ 水） の朝から 昼にかけて岩手県北部を中心に発生し た線状降水帯によ る 大雨

によ り 、 崎山貝塚の斜面の一部崩落が確認さ れた。 被害箇所については、 令和５ 年度に災害復旧工

事を見込んでいる 。

　 　 ●施設の保守点検管理維持

　 　 ・ ミ ュ ージアム展示設備保守点検業務委託

　 　 ・ エレ ベータ ー保守点検業務委託

　 　 ・ 消防設備保守点検業務委託

　 　 ・ 空調設備保守点検等業務委託

　 　 ・ 定期清掃業務委託

　 　 ・ 自家用電気工作物保守点検管理業務委託

　 　 ・ 浄化槽維持管理業務委託

　 　 ・ 自動ド ア保守点検業務委託

　 　 ・ 非常用発電設備保守点検業務委託

　 　 ・ 施設警備業務委託

　 　 ・ 消防訓練の実施（ 年２ 回、 令和４ 年７ 月 22 日（ 金）、 令和４ 年１ 月 26 日（ 木））
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宮古市北上山地民俗資料館

５ .  組織及び 職員構成

（ １ ） 組織

（ ２ ） 職員構成

宮
古
市
教
育
委
員
会

文
　
化

　
課

文化係（ 兼宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム）

学芸係（ 兼宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム）

市史編さ ん室

宮古市埋蔵文化財センタ ー

宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム

館　 長　 　 北　 舘　 克　 彦

副主幹　 花　 輪　 政　 文

副主幹　 伊　 藤　 　 　 哲

副主幹　 長谷川　 　 　 真

主　 査　 布　 谷　 義　 彦

主　 事　 小野寺　 亜美香

主任学芸員　 千　 葉　 剛　 史

学芸員　 菊　 池　 駿　 貴

文化芸術推進員　 坂　 下　 清　 子

（ 会計年度任用職員）

学芸専門員　 澤　 田　 尚　 美

（ 会計年度任用職員）

学芸専門員　 市　 村　 　 　 翔

（ 会計年度任用職員）

学芸専門員　 須　 貝　 夏　 貴

（ 会計年度任用職員）

　 事務補助員　 田　 代　 奈緒美

（ 会計年度任用職員）
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６ .  利用案内

◇開館時間　 　 午前９ 時～午後５ 時（ 入館は午後４ 時３ ０ 分ま で）

◇休 館 日　 　 毎週月曜日（ 祝日の場合はその翌平日）

　 　 　 　 　 　 　 年末年始（ １ ２ 月２ ９ 日～翌年の１ 月３ 日）

　 　 　 　 　 　 　 館内整理日　 毎月末平日（ 休館日の場合は、その前の平日。 ただし 、１ ２ 月は２ ８ 日）

◇入 館 料　 　 一般　 ２ ０ ０ （ １ ０ ０ ） 円

　 　 　 　 　 　 　 学生　 １ ５ ０ （ ８ ０ ） 円

　 　 　 　 　 　 　 ※高校生以下無料

　 　 　 　 　 　 　 ※（ 　 ） 内は１ ０ 名以上の団体割引料金

◇交　 　 通　 　 J R 宮古駅から 車で１ ３ 分

　 　 　 　 　 　 　 県北バス 　 小本・ 崎山方面行き の「 崎山貝塚前」 バス 停下車徒歩５ 分

◇駐 車 場　 　 普通車： ４ ０ 台　 身障者用： ３ 台

◇所 在 地　 　 岩手県宮古市崎山第１ 地割１ ６ 番地１

　 　 　 　 　 　 　 TEL： ０ １ ９ ３ －６ ５ －７ ５ ２ ６ 　 FA X ： ０ １ ９ ３ －６ ５ －７ ５ ０ ８

盛岡

盛岡 I.C.

いわて花巻空港

盛岡南 I.C.
宮古

崎山貝塚

東
北
自
動
車
道

東
北
新
幹
線

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線

国
道

45
号

三
陸

縦
貫

自
動

車
道

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線

い
わ
て
銀
河
鉄
道

国道106号

Ｊ Ｒ 山田線

（ 国指定史跡）
崎山貝塚縄文の森公園

複合施設

崎山貝塚至久慈

県立宮古病院

宮古駅
閉伊川

浄土ヶ 浜宮古北 IC

宮古港 I C

至盛岡

至盛岡

国道106号

宮古中央 I C/JCT

市道北部

環状線

至釜石

国
道

4
5
号

国
道

45号

三
陸

縦
貫

自
動

車
道

（
Ｅ

４
５

）
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